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「人のため」が自分のため 
 朝日南部地区自治振興会にご協力をいただき、1 月 22 日に 1 年

生が校外活動として 5 つのご家庭の除雪作業に取り組みました。 

 昨年度は雪がなく、その前は感染拡大防止のために見送られていた

活動でしたが、今年度は小雨の降る時間帯もありましたが、無事実施

することができました。 

 グループごとに決められたお宅を訪問し、実質約 1 時間という短

い時間でしたが、1 年生の皆さんには、明るく、楽しく、積極的に活動していただきました。どうもありがとう

ございました。 

今回の活動中、たくさんの方々に喜んでいただきました。 

それは、除雪したこと自体にも意義や価値はあるんですが、多くの方に喜んでいただけたのは、除雪という形

で「行動に表した」からだと思います。君たちの行動は、今回関わってくれた方々を笑顔にしてくれる、うれし

い気持ちにしてくれる、とても価値のあることだったと思っています。そのことに誇りと自信をもち、引き続き

「自分にできること」を考え、積極的に行動してほしいと思います。 

秋山も含め、1 年生の皆さんはたぶん、今回の活動を「除雪ボランティア」と言っていたと思いますが、秋山

は、「ボランティア」と聞くと、約 10 年前、当時勤務していた学校で「福祉体験」として老人福祉施設などで体

験活動をさせていただいた時のことを思い出します。 

その福祉体験の事前学習で「ボランティア」について調べたとき、 

「街中で困っている人に出会ったとき、助けてあげるのはボランティアではない」 

「ボランティアをする側とされる側は対等である」  

という文章に出会いました。 

また、その時、体験活動の受け入れをお願いした、ある老人福祉施設の方から次のようなお手紙もいただきま

した。 

（前略）以前、別の学校の生徒さんが施設に来られることを知り、入所者の人々がおやつに手作りのキャ

ラメルをあげようと、一生懸命に作られたことがありました。交流後、担任の先生が感想文を持参され、内

容はキャラメルの事しか書いてありませんでしたと笑ってお話になりましたが、これを聞いた入所者の方々

は自分達の作品のできに胸を張ったものでした。 

 当施設では、色々な施設内行事、クラブ活動を行って、入所者の方々の精神面での活性化、さらに体を動

かす、頭を動かす、頭を働かせるために努力をしています。日常の仕事も可能な限りしてもらっています。

久しぶりに孫のような子ども達に喜んでもらった事に、誇りと満足感を得られたでしょう。他人に喜んでも

らえる仕事ができた、私たちは介護されているだけではない、世の中の人と一緒に生活していると感じるこ
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とは、何よりの喜びだったでしょう。（後略） 

僕自身、それまでは周りの人と接するとき、僕の「思いやり」

や「困っている人を支援すること」は、果たして本当に相手の

ためになっているんだろうか、などと悩むことがありました。

でも、このボランティアに関する文章、ある老人福祉施設の方

のお手紙を思い出すと、そういうモヤモヤが少しすっきりす

るような気がするんです。 

「思いやりを行動で表す」ことは相手のためにではなく、自

分のためなんだ、と思えるようになりたい。相手のためじゃな

く、自分の成長のためにやっているんだから、「すごいね」と

か「ありがとう」と言ってもらえなくても別に気にしない人に

なりたい。相手の気持ちに寄り添って、その人のために単に自分ができることをする。僕自身、いろんな人に助

けられ、支えられて今日まで来たんだから、今度は僕が、自分のために、と考えるようにしよう、そして行動す

る自分を目指そう、と、その時思えるようになったことを思い出しました。 

 最後に、活動後に 1年生の皆さんが書いたお礼状を難波先生に見せていただき、印象に残った文章をご紹介し

ます。 

○休んでいるとき、私やみんなにお菓子をくれたり、お話を聞かせてくれたり、優しく接していただき、

除雪を頑張ることができました。（中略）今まで家族にやってもらっていた除雪の大変さを知ることが

できました。このような貴重な機会をいただき、とてもうれしかったです。また、みんなと協力し、楽し

みながら除雪できるということも知ることができました。 

○気づかされたこととして、地域の温かさです。除雪の休憩時間では、優しく私たちと話してくださっ

たり、地域の皆さんが楽しそうに話しているのを見て、温かさを感じることができました。 

○最後に出してくれたおやつがとってもおいしくて、疲れた体が生き返りました。 

○いつもは、雪かきは親に任せっきりですが、今日の体験を通してこれからはたまにでも親の手伝い

をしてみようかな、とやる気をいただきました。 

 2 月 24 日に、「地域語り合い」の続編が予定されています。 

朝日地域に移住された皆さんのお話を聞き、改めてこれからの地域の在り方について、中学生の君たちのアイ

ディアを参加した大人が聞く、という流れで計画しています。君たちに参加していただいて成立するつくりにな

っているので、祝日でお休みの日ですが、改めて後日ご案内しますので、参加についてご検討をお願いします！ 

 

 単元テストのお知らせ 計画的に学習を進めましょう 

1 月 28 日（火） 3 年英語   

1 月 29 日（水） 2 年英語 

  1 月 31 日（金） 3 年数学 


